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【はじめに】 

当院は福岡県の基幹災害拠点病院として災害派遣医療チーム（以下 DMAT）が配置されており、

臨床工学技士も DMAT 隊員として活動している。今回 DMAT 内での臨床工学技士の役割と参入

意義について考察を加え報告する。 

 

【DMAT とは？】 

１９９５年１月１７日 午前５時４６分。マグニチュード７，２、死者・行方不明者６４２

５名、負傷者約４３０００名という戦後最大の地震である「阪神・淡路大震災」が発生した。 

震災発生後、ライフラインの断絶、医療スタッフ・資機材・応援チーム等の不足により、病

院は患者で混乱し、平時の救急医療を行うことも難しい状況であった。 

のちに、この大震災では平時の救急医療レベルと同等の医療が提供されていれば救命できた

と考えられる「避けられた災害死」が５００名ほどあったと報告されており、阪神・淡路大

震災を通じて災害医療に関する多くの課題が浮き彫りとなった。 

その結果、未曾有の大震災で得た教訓を元に、平成１７年４月に厚生労働省の指導の元、日

本 DMAT が発足された。 

２０１０年４月現在、３７８施設（約４３００名）が日本 DMAT に登録されており、災害急性

期に活動のできる専門的訓練を受けた医療チームとして活躍している。 



また最近では、災害現場での医療活動（いわゆる「瓦礫の下の医療」）だけでなく、被災地医

療施設での活動支援、首都直下型あるいは東海地震等の大規模災害時における広域医療搬送

なども行えるようになり、機動性・専門性を生かした医療支援が可能となった。 

近年の主な活動としては、JR 福知山線脱線事故、新潟県中越地震などがあり、有事の際の医

療活動に貢献している。 

 

【業務内容】 

通常 DMAT は、医師 1～2名・看護師 2名・業務調整員 1名の計 4～5名で構成される。業務調

整員の多くは事務官もしくはコメディカルが担当しており、臨床工学技士が DMAT 隊員として

活動する場合も業務調整員として活動する。 

業務調整員の主な業務は、災害現場での活動補助および記録、必要資機材の手配、活動スケ

ジュール管理、活動に関する環境整備、各種関係機関・他の DAMT 等との連絡・連携、隊員の

安全・健康管理などであり、多岐にわたる業務が要求される。  

  

【業務調整員の管理項目】 

DMAT は医療支援が主たる活動であるが、有効な医療支援を行うためには、時間・人員・物品・

資金・安全・情報等の管理が重要であり、DMAT 内ではこれらの管理を業務調整員が全て担っ

ている。もし管理できなければ、二次災害を引き起こす要因ともなるため、業務調整員が DMAT

活動を支えているといっても過言ではない。 

 

 

 



【業務調整員に要求される能力】 

①業務を遂行するための情報収集能力・解析能力および DMAT 活動に必要な環境提供能力。 

災害現場では、すべての活動を限られた情報・資機材の中で行わなければならない。 

非日常的な環境の中で可能な限り収集した情報・資材を解析・提供し、いかにチームの 

能力を最大限に発揮させることできるか、あるいはいかに有効な活動を行うための環境を 

提供できるかが重要となる。 

 

②自己完結型チームの構築能力。 

DMAT は、被災地の情勢に頼らない「自己完結型」の活動が基本となる。被災地にある人的・ 

物質的資源は、全て被災者のために使用されなければならないため、「自己完結型チーム」 

を構築できるよう、日頃から必要技術の向上・物品の管理等を行い、万全の準備を心がけ 

ることも重要となる。 

 

【業務調整員に臨床工学技士は適任か？】 

DMAT の活動期間は、原則災害急性期（災害発生より４８時間以内）となっている。 

実際の災害現場では、災害急性期に臨床工学技士の主たる業務である「生命維持管理装置の

操作」等が必要となる状況は少ないと考えられる。 

したがって、業務調整員は事務的業務を担当することも多いことからも、それらを習熟して

いる事務官の方が業務調整員に適任とも考えられる。 

 

 

 



【臨床工学技士参入の意義】 

しかし、臨床工学技士が業務調整員として参入すれば、臨床工学技士としての医学・工学の

知識・経験を活用して、活動状況に応じた医療資機材の迅速な選択や使用が可能になる。 

また、臨床工学技士は事務官や他のコメディカルと比較すると、循環器業務や血液浄化業務

等において救急性の高い業務を行っているため、救急という特殊な環境にも比較的慣れてい

るという事から、災害現場での適応能力が高いと考えられる。 

また、医師の指示の下に医療支援を行うことも可能であるため、人的労力が重要となる災害

現場において医師・看護師と連携することにより、従来の業務調整員よりも能動的な活動が

可能になると考えられる。 

 

【考察】 

状況に応じた的確な任務を遂行するためには、チームの要である業務調整員の存在は不可欠

であり、活動の有用性が業務調整員に委ねられている点も少なくない。 

臨床工学技士は、事務的業務以外にも医療技術面での支援も可能であり、日頃の業務で培っ

た知識・経験を活かすことにより、災害現場において十分に活躍のできる職種だと考えられ

る。また、従来の業務調整員活動に留まらず、迅速で的確な活動が求められる DMAT において

新たな活動形態を構築できるのではないかと考えられる。 

 

【結語】 

DMAT に臨床工学技士が参入することにより、より活動性の高い災害派遣医療チームになると

考えられる。 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


